
国
際
財
政
学
会
第
七
〇
回
年
次
大
会
に
参
加
し
て

山

田

直

夫

Ⅰ
．
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
筆
者
が
参
加
し
た
国
際
財
政
学
会
の
第
七

〇
回
年
次
大
会
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
。
国
際
財
政
学
会

︵
InternationalInstitute
ofPublic
F
inance：
IIPF
︶

は
一
九
三
七
年
に
パ
リ
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
、
財
政

学
・
公
共
経
済
学
に
関
す
る
国
際
学
会
で
あ
る
。
国
際
財

政
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ⑴
に
よ
る
と
、
現
在
五
〇
を
超
え

る
国
々
に
約
八
〇
〇
名
の
会
員
を
有
し
て
い
る
。
年
次
大

会
︵
A
nnualC
ongress︶
は
毎
年
八
月
に
開
催
さ
れ
、

講
演
な
ど
の
キ
ー
ノ
ー
ト
・
レ
ク
チ
ャ
ー
や
個
別
研
究
報

告
が
行
わ
れ
る
ほ
か
に
、
デ
ィ
ナ
ー
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
イ
ベ
ン
ト
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
今
年
の
年
次
大
会

は
八
月
二
〇
日
か
ら
二
三
日
に
か
け
て
、
ス
イ
ス
の
ル

ガ

ー

ノ

に

あ

る

ス

イ

ス
・
イ

タ

リ

ア

語

圏

大

学⑵

︵
U
niversità
della
Svizzera
italiana：
U
SI︶
で
開
催

さ
れ
た
︵
写
真
１
︶
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
続
く
Ⅱ
節
で

は
、
年
次
大
会
の
概
要
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
Ⅲ
節
で

は
、
筆
者
が
興
味
深
く
感
じ
た
個
別
研
究
報
告
の
内
容
を

紹
介
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
個
別
研
究
報
告
の
内
容
は
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多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
筆
者
の
関
心
は
企
業
課
税
を

含
む
広
い
意
味
で
の
証
券
税
制
に
あ
る
の
で
、
紹
介
す
る

内
容
が
そ
う
し
た
税
制
に
関
す
る
研
究
に
偏
っ
て
し
ま
う

こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
最
後
の
Ⅳ
節
で

は
、
次
回
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
で
開
催
さ
れ
る

第
七
一
回
年
次
大
会
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

Ⅱ
．
第
七
〇
回
年
次
大
会
の
概
要

年
次
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
は
図
表
１
の
と
お
り

で
あ
る
。
以
下
で
は
キ
ー
ノ
ー
ト
・
レ
ク
チ
ャ
ー
、
個
別

研
究
報
告
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ベ
ン
ト
に
分
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
た
い
。

⑴

キ

ー

ノ

ー

ト
・
レ

ク

チ

ャ

ー
︵
K
e
y
n
o
te

L
e
c
tu
re
s
︶

図
表
１
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
今
大
会
で
は
二
〇
日
に
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二
つ
、
二
一
日
か
ら
二
三
日
に
か
け
て
は
一
つ
ず
つ
、
合

計
五
つ
の
キ
ー
ノ
ー
ト
・
レ
ク
チ
ャ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。

図
表
２
は
キ
ー
ノ
ー
ト
・
レ
ク
チ
ャ
ー
の
講
演
者
と
そ
の

論
題
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
筆
者
が
参
加
し

て
き
た
年
次
大
会
で
は
著
名
な
研
究
者
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
図
表
２
の
最
下
段
に
あ
る
と
お
り
、
今

回
は
講
演
だ
け
で
な
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行

わ
れ
た
。
キ
ー
ノ
ー
ト
・
レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
共
通
の
テ
ー

マ
が
設
け
ら
れ
る
が
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
﹁
高
齢
化
社
会

に
向
け
た
福
祉
国
家
の
再
設
計
﹂
︵
R
edesigning
the

W
elfare
State
for
A
ging
Societies︶
で
あ
る
。
各

キ
ー
ノ
ー
ト
・
レ
ク
チ
ャ
ー
と
も
最
後
に
質
疑
応
答
の
時

間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
講
演
者
と
出
席
者
の
間
で
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
︵
写
真
２
︶
。

⑵

個
別
研
究
報
告

図
表
１
に

W
orking
G
roup
Session
と
い
う
記
載
が

国際財政学会第70回年次大会に参加して
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あ
る
が
、
こ
れ
が
個
別
研
究
報
告
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
個
別
研
究
報
告

は
大
会
期
間
中
す
べ
て
の
日
に
行
わ
れ
た
。
写
真
３
は
そ

の
様
子
で
あ
る
。
図
表
３
で
は
一
例
と
し
て
、
二
三
日
の

九
時
〇
〇
分
か
ら
一
一
時
〇
〇
分
に
か
け
て
行
わ
れ
た

W
orking
G
roup
Session
G
に
お
け
る
各
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
タ
イ
ト
ル
を
列
挙
し
、
あ
わ
せ
て
個
別
研
究
報
告
の
本

数
も
掲
載
し
て
い
る
。
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
タ
イ
ト
ル
が

付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
関
連
す
る
数
本
の

個
別
研
究
報
告
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
図
表
３

は
、
W
orking
G
roup
Session
G
で
は
一
五
会
場
で
合

計
五
六
本
の
個
別
研
究
報
告
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
図
表
４
は
、
図
表
３
に
あ
る

C
orporate
taxa-

tion
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
個
別
研
究
報
告

を
行
っ
た
研
究
者
の
氏
名
と
そ
の
論
題
で
あ
る
。
す
べ
て

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
タ
イ
ト
ル
及
び
個
別
研
究
報
告
の
論

題
、
さ
ら
に
報
告
論
文
は
年
次
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ⑶
か
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ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
総
数
は
一
〇
一
、
個
別
研
究
報
告
の
本
数
は
三
一
一
で

あ
っ
た
。
昨
年
の
年
次
大
会
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
総
数
は
九

一
、
個
別
研
究
報
告
の
本
数
は
二
九
九
で
あ
っ
た
の
で
、

昨
年
よ
り
増
加
し
て
い
る
。

個
別
研
究
報
告
の
内
容
は
、
税
制
、
公
債
、
社
会
保

障
、
地
方
財
政
、
財
政
政
策
な
ど
幅
広
く
、
分
析
手
法
も

理
論
、
実
証
、
事
例
研
究
な
ど
多
様
で
あ
る
。
筆
者
の
印

象
と
し
て
は
、
例
年
に
比
べ
て
税
制
、
公
債
に
関
す
る
報

告
が
多
く
、
地
方
財
政
に
関
す
る
報
告
が
少
な
か
っ
た
。

ま
た
、
キ
ー
ノ
ー
ト
・
レ
ク
チ
ャ
ー
の
テ
ー
マ
が
高
齢
化

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
か
、
年
金
な
ど

の
社
会
保
障
に
関
す
る
報
告
や
世
代
間
移
転
に
関
す
る
報

告
も
多
い
と
感
じ
た
。
筆
者
は
税
制
に
関
す
る
個
別
研
究

報
告
を
中
心
に
聞
い
た
が
、
図
表
３
に

C
orporate
tax-

ation
と

T
axes
and
investm
ent
が
あ
る
よ
う
に
、
同

じ
時
間
帯
に
似
た
内
容
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
る
こ
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と
が
あ
り
、
ど
の
報
告
を
聞
く
か
迷
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

次
の
Ⅲ
節
で
は
筆
者
が
聞
い
た
個
別
研
究
報
告
の
中
か
ら

特
に
興
味
深
く
感
じ
た
、
ベ
ル
ギ
ー
と
イ
タ
リ
ア
の
法
人

税
に
関
す
る
報
告
を
紹
介
す
る
。

⑶

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ベ
ン
ト
︵
S
o
c
ia
l
E
v
e
n
ts
︶

年
次
大
会
の
中
心
は
も
ち
ろ
ん
キ
ー
ノ
ー
ト
・
レ
ク

チ
ャ
ー
や
個
別
研
究
報
告
で
あ
る
が
、
大
会
期
間
中
は

様
々
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ベ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

参
加
者
が
親
交
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
日
の
夜
に
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
二
二

日
の
夜
に
は
デ
ィ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
一
日

の
午
後
は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
お
り
、
参
加
者

は
ル
ガ
ー
ノ
湖
の
遊
覧
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

Ⅲ
．
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
に
つ
い
て

⑴

Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
と
は

本
節
で
は
、
筆
者
が
興
味
深
く
感
じ
た
ベ
ル
ギ
ー
と
イ

タ
リ
ア
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
と
呼
ば
れ
る
法
人
税
制
に
関
す

る
個
別
研
究
報
告
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
簡
単
に
Ａ
Ｃ
Ｅ
法

人
税
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

Ａ

Ｃ

Ｅ

法

人

税
︵
A
llow
ance
for
C
orporate

E
quity
︶
は

Institute
for
F
iscalStudies︵
1991
︶
に

お
い
て
提
案
さ
れ
た
税
制
で
、
み
な
し
利
息
控
除
あ
る
い

は
単
に
Ａ
Ｃ
Ｅ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
通
常
の
法
人

税
で
は
、
負
債
利
子
は
法
人
税
の
課
税
ベ
ー
ス
か
ら
控
除

さ
れ
る
の
に
対
し
て
自
己
資
本
の
機
会
費
用
は
控
除
さ
れ

な
い
。
そ
の
た
め
企
業
の
資
金
調
達
行
動
に
お
い
て
負
債

に
よ
る
調
達
を
優
遇
し
、
理
論
的
に
は
企
業
の
投
資
決
定

に
も
歪
み
を
与
え
て
い
る
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
は
負
債
利
子

国際財政学会第70回年次大会に参加して
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だ
け
で
な
く
自
己
資
本
の
機
会
費
用
も
法
人
税
の
課
税

ベ
ー
ス
か
ら
控
除
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

し
よ
う
と
す
る
税
制
で
あ
る
。
Institute
for
F
iscal

Studies︵
1991
︶
で
は
、
税
制
上
の
自
己
資
本
で
あ
る

株
主
基
金
に
み
な
し
利
子
率
を
乗
じ
た
額
を
み
な
し
利

息
、
す
な
わ
ち
自
己
資
本
の
機
会
費
用
と
し
て
法
人
税
の

課
税
ベ
ー
ス
か
ら
控
除
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
Institute
for
F
iscalStudies︵
1991
︶
で
は

み
な
し
利
子
率
と
し
て
中
期
国
債
の
利
子
率
を
用
い
る
こ

と
を
提
案
し
て
い
る
。

Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
似
し
た
税
制
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
国
で
導
入
さ
れ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
イ
タ
リ
ア
と
い
っ
た
国
々
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ク
ロ
ア
チ
ア
は
既
に
廃

止
し
て
い
る
。
現
在
も
存
続
し
て
い
る
国
の
う
ち
、
ベ
ル

ギ
ー
は

Institute
for
F
iscalStudies︵
1991
︶
の
提
案

に
近
い
制
度
を
実
施
し
て
お
り
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
の
代
表

的
導
入
国
と
い
え
る
。
イ
タ
リ
ア
は
一
旦
廃
止
し
た
が
、

二
〇
一
一
年
に
再
導
入
し
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
一
九
九

六
年
か
ら
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
に
類
似
し
た
税
制
を
導
入
し
て

い
る
。
わ
が
国
に
つ
い
て
み
る
と
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
二
〇
一

四
年
五
月
三
〇
に
発
表
さ
れ
た
﹁
二
〇
一
四
年
対
日
四
条

協
議
終
了
に
あ
た
っ
て
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
代
表
団
声
明⑷
﹂
に
お
い

て
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
国
内
で
は
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
に

関
す
る
議
論
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
長
期
的

な
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
わ
が
国
の
法
人
税
制
の
選
択
肢
の

一
つ
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い

る
。

⑵

ベ
ル
ギ
ー
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税

ベ
ル
ギ
ー
で
は
二
〇
〇
六
年
よ
り
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ギ
ー
は
小
国
と
い
う
こ
と
も
あ
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り
、
外
国
企
業
に
対
す
る
優
遇
政
策
を
実
施
し
て
き
た
。

そ
の
代
表
例
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
制
度

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
Ｅ
Ｕ

や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
か
ら
有
害
税
制
と
指
摘
さ
れ
て
廃
止
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
代
替
と
し
て
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
が
導

入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人

税
の
名
称
は
、
N
otionalInterest
D
eduction
で
、
Ｎ

Ｉ
Ｄ
と
略
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
Ｎ
Ｉ
Ｄ
の
大
ま
か
な

仕
組
み
は
、
株
主
基
金
︵
ベ
ル
ギ
ー
で
は
調
整
後
自
己
資

本
と
呼
ば
れ
る
︶
に
み
な
し
利
子
率
を
乗
じ
た
も
の
を
み

な
し
利
息
と
し
て
法
人
税
の
課
税
ベ
ー
ス
か
ら
控
除
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
み
な
し
利
子
率
と
し
て
は
二
年
前

の
一
〇
年
国
債
の
利
子
率
が
適
用
さ
れ
、
中
小
企
業
に
は

さ
ら
に
〇
・
五
だ
け
上
乗
せ
し
た
値
が
用
い
ら
れ
る
。
た

だ
、
み
な
し
利
子
率
の
値
は
年
々
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
み
な
し
利
息
が
法
人
の
利
潤
を
上
回
る
場
合
は
七

年
間
の
繰
り
越
し
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
廃
止
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人

税
が
縮
小
す
る
方
向
で
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
経
済
研

究
所

︵
R
heinisch-
W
estfälisches
Institut
für

W
irtschaftsforschung：
R
W
I︶
の

N
ils
aus
dem

M
oore
氏
は
、
T
ax
reform
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
、
こ
の
ベ
ル
ギ
ー
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
に
関
す
る

個
別
研
究
報
告
を
行
っ
た
。
報
告
論
題
は

T
axes
and

C
orporate
F
inancing
D
ecisions:
E
vidence
from

the
B
elgian
A
C
E
R
eform
で
あ
る
。
以
下
で
は
そ
の

報
告
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
は
企
業
の
負
債
に
よ
る
資
金
調
達
優
遇

を
是
正
す
る
の
で
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
低
下
さ
せ
る
効
果
が

あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で

N
ils
aus
dem
M
oore

氏
は
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
実
際
に
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か

を
検
証
し
て
い
る
。
分
析
に
は

D
ifference-in-differ-
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ences
と
呼
ば
れ
る
統
計
的
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
分
析
に
は
、
政
策
変
更
の
影
響
を
受
け
た
企
業
と
受

け
な
か
っ
た
企
業
の
政
策
変
更
前
後
︵
つ
ま
り
二
〇
〇
六

年
の
前
後
︶
の
デ
ー
タ
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
で

N
ils

aus
dem
M
oore
氏
は
、
分
析
対
象
期
間
を
二
〇
〇
三

年
か
ら
二
〇
〇
七
年
と
し
、
政
策
変
更
の
影
響
を
受
け
た

企
業
と
し
て
ベ
ル
ギ
ー
企
業
、
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
企

業
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
企
業
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
分
析
に

用
い
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
企
業
の
財
務

情
報
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
ビ
ュ
ー
ロ
・
ヴ
ァ

ン
・
ダ
イ
ク
社
︵
B
ureau
van
D
ijk
︶
の

A
M
A
D
E
U
S

で
あ
る
。
主
な
結
果
は
、
全
企
業
を
対
象
と
し
た
分
析
で

は
、
期
待
し
た
結
果
は
得
ら
れ
な
い
が
、
企
業
の
規
模
別

に
分
析
し
て
み
る
と
大
企
業
に
は
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
引
き
下

げ
る
効
果
が
確
認
で
き
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
N
ils

aus
dem
M
oore
氏
と
同
じ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
か
つ
同

じ
分
析
手
法
で
資
本
構
成
へ
の
影
響
を
分
析
し
た
研
究
と

し
て

Princen
︵
2012)
が
あ
る
。
た
だ
し
、
Princen

(2012
︶
は
政
策
変
更
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
企
業
と
し

て
フ
ラ
ン
ス
企
業
を
取
り
上
げ
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇

〇
七
年
ま
で
を
分
析
対
象
期
間
と
し
て
い
る
。
主
な
結
果

は
、
全
企
業
を
対
象
と
し
た
分
析
で
も
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
は

レ
バ
レ
ッ
ジ
を
引
き
下
げ
る
効
果
が
あ
り
、
規
模
別
に
み

る
と
そ
の
効
果
は
大
企
業
ほ
ど
大
き
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
両
研
究
と
も
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
は
企
業
の
資
本
構
成
に

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、

Princen
︵
2012
︶
の
方
が
そ
の
効
果
が
大
き
く
出
て
い

る
の
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
る
の
か
を
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
な
お
、
両
研
究
に
お
け
る

企
業
の
規
模
別
分
類
は
、
ベ
ル
ギ
ー
国
内
の
規
定
に
基
づ

く
分
類
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑶

イ
タ
リ
ア
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税

続
い
て
、
イ
タ
リ
ア
の
統
計
機
関
で
あ
る
国
立
統
計
研
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究
所
︵
Istituto
N
azionale
di
Statistica：
IST
A
T
︶

の

A
ntonella
C
aium
i
氏
が

C
orporate
taxation
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
行
っ
た
、
イ
タ
リ
ア
の
Ａ

Ｃ
Ｅ
法
人
税
に
関
す
る
個
別
研
究
報
告
に
つ
い
て
触
れ
た

い
。
報
告
論
題
は

T
he
R
edistributive
E
ffects
of
an

A
C
E
T
ax:the
C
ase
ofItaly
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
研

究
は
国
立
統
計
研
究
所
の

Lorenzo
D
i
B
iagio
氏
、

M
arco
R
inaldi
氏
、
A
lessandro
Zeli
氏
と
の
共
同
研

究
で
あ
る
。
A
ntonella
C
aium
i
氏
は
イ
タ
リ
ア
で
開
催

さ
れ
た
昨
年
の
国
際
財
政
学
会
の
年
次
大
会
に
お
い
て
、

Lorenzo
D
iB
iagio
氏
、
M
arco
R
inaldi
氏
と
行
っ
た

共
同
研
究
の
成
果
を
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
二

〇
一
一
年
に
導
入
さ
れ
た
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
を
含
む
近
年
の

イ
タ
リ
ア
の
法
人
税
改
革
の
影
響
を
マ
イ
ク
ロ
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
分
析
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
報
告
は
前
年
の
報
告
を
発
展
さ
せ
、
か
つ
分
析
対

象
を
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
に
絞
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
報
告
の

主
な
内
容
を
紹
介
す
る
前
に
、
ま
ず
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る

Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
の
導
入
の
背
景
と
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

簡
単
に
説
明
す
る
。

イ
タ
リ
ア
で
は
二
〇
〇
八
年
以
降
、
経
済
の
停
滞
と
財

政
状
況
の
悪
化
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
を

打
破
す
る
た
め
、
二
〇
一
一
年
の
夏
か
ら
イ
タ
リ
ア
政
府

は
経
済
成
長
と
財
政
状
況
の
改
善
を
目
的
と
し
た
改
革
案

を
提
示
し
、
そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
改
革

案
は
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
イ
タ
リ
ア
一
〇
年
国

債
の
利
子
率
が
上
昇
し
ス
ペ
イ
ン
の
そ
れ
を
上
回
る
状
態

と
な
り
、
さ
ら
に
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
首
相
の
退
陣
な
ど
政

治
的
な
混
乱
も
生
じ
た
。
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
首
相
の
後
を

引
き
継
い
だ
モ
ン
テ
ィ
首
相
も
引
き
続
き
経
済
成
長
と
財

政
状
況
の
改
善
に
取
り
組
み
、
経
済
成
長
を
促
進
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
二
〇
一
一
年
か
ら
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
を

導
入
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
〇
一
一
年
か
ら
導
入
さ
れ

た
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
の
名
称
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
は

A
iuto
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alla
C
rescita
E
conom
ica
、
英

語

で

は

A
id
to

E
conom
ic
G
row
th
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
語
の
表
記
に

し
た
が
っ
て
Ａ
Ｃ
Ｅ
と
略
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
た

が
っ
て
少
し
や
や
こ
し
い
が
、
イ
タ
リ
ア
で
は
Ａ
Ｃ
Ｅ
と

い
う
名
称
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
に
お
け
る
株
主
基
金
は
、
大
ま
か
に

い
う
と
二
〇
一
〇
年
末
か
ら
の
純
資
産
の
増
加
額
で
、
自

己
資
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
み
な
し
利
子
率
を

乗
じ
た
額
を
み
な
し
利
息
と
し
て
法
人
税
の
課
税
ベ
ー
ス

か
ら
控
除
す
る
。
み
な
し
利
子
率
は
、
二
〇
一
一
年
か
ら

二
〇
一
三
年
ま
で
は
三
・
〇
〇
％
、
二
〇
一
四
年
は
四
・

〇
〇
％
、
二
〇
一
五
年
は
四
・
五
〇
％
、
二
〇
一
六
年
は

四
・
七
五
％
で
あ
る
。
み
な
し
利
子
率
は
徐
々
に
上
昇
し

て
お
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
制
度
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
み
な
し
利
息
が
法
人
の
利
潤
を
上

回
る
場
合
は
そ
の
額
を
翌
年
以
降
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で

き
る
。
ち
な
み
に
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
前
に
イ
タ
リ
ア
で
導
入
さ
れ

て
い
た
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
の
仕
組
み
は
、
み
な
し
利
息
に
軽

減
税
率
を
適
用
す
る
と
い
う
も
の
で
、
通
常
の
法
人
税
率

と
軽
減
税
率
の
二
つ
の
法
人
税
率
が
並
存
す
る
こ
と
か
ら

D
ualIncom
e
T
ax
︵
D
IT
︶
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

報
告
の
主
な
内
容
で
あ
る
が
、
マ
イ
ク
ロ
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
導
入
に
よ

り
企
業
の
税
負
担
が
減
少
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
二
〇
一
一
年
は
二
・
四
％
、
二
〇
一

二
年
は
三
・
四
％
、
二
〇
一
三
年
は
三
・
八
％
、
二
〇
一

四
年
は
五
・
四
％
だ
け
企
業
の
税
負
担
が
減
少
す
る
と

し
、
二
〇
一
四
年
の
五
・
四
％
の
税
負
担
の
減
少
は
、
法

定
税
率
の
二
・
三
％
ポ
イ
ン
ト
引
き
下
げ
に
相
当
す
る
と

指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
四
年
に
つ
い
て
、
平
均
実

効
税
率
︵
税
引
き
前
利
益
に
対
す
る
税
負
担
額
の
割
合
︶

を
計
測
し
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
導
入
に
よ
り
二
・
三
％
低
下

す
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
〇
一
四
年
の
税
負
担
の
変

化
と
平
均
実
効
税
率
に
つ
い
て
、
産
業
別
、
規
模
別
︵
売
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上
高
別
︶
、
地
域
別
な
ど
に
分
け
て
細
か
く
計
測
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
税
負
担
の
変
化
に
つ
い
て
の
計
測
結
果
を

紹
介
す
る
と
、
税
負
担
が
大
き
く
低
下
す
る
企
業
は
、
産

業
別
で
は

O
ther
Services、
規
模
別
で
は
中
小
企
業
、

地
域
別
で
は
北
東
部
と
南
部
の
企
業
で
あ
る
。

A
ntonella
C
aium
i
氏
の
報
告
は
、
マ
イ
ク
ロ
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
の
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
導
入
の
効
果

を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
と
い
う
点
で
高
く
評
価
で
き

る
。
ま
た
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
法
人
税
は
理
論
的
に
は
投
資
を
促
進

さ
せ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
が
、
こ
の
報
告
で
は
投
資
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
の

知
る
限
り
、
ま
だ
イ
タ
リ
ア
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
が
投
資
に
及
ぼ
す

影
響
を
分
析
し
た
研
究
は
な
く
、
A
ntonella
C
aium
i
氏

も
投
資
へ
の
影
響
を
探
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
て
挙

げ
て
い
た
。

Ⅳ
．
第
七
一
回
年
次
大
会
に
つ
い
て

次
回
の
第
七
一
回
年
次
大
会
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
二

〇
日
か
ら
二
三
日
に
か
け
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ

ン
に
あ
る
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ダ
ブ
リ
ン

︵
T
rinity
C
ollege
D
ublin
︶
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
開
催
校
は
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ダ

ブ
リ
ン
︵
T
rinity
C
ollege
D
ublin
︶
の
ほ
か
、
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ダ
ブ
リ
ン
︵
U
niversity

C
ollege
D
ublin
︶
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
立
大
学
メ
イ
ヌ
ー

ス

校
︵
N
ational
U
niversity

of
Ireland

at

M
aynooth
︶
の
三
校
で
あ
る
。

キ
ー
ノ
ー
ト
・
レ
ク
チ
ャ
ー
の
講
演
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
詳
細
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

が
、
テ
ー
マ
は
﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お
け
る
課
税
﹂

︵
T
axation
in
a
G
lobalE
conom
y
︶
で
あ
る
。
経
済
が
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
国
境
を
越
え
た
経
済
取
引
が
活
発
化
し

て
い
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
税
制
を
構
築
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
時
宜
に

か
な
っ
た
テ
ー
マ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
年
次

大
会
で
は
多
く
の
個
別
研
究
報
告
も
行
わ
れ
る
。
次
回
も

広
い
意
味
で
証
券
に
関
わ
る
分
野
に
つ
い
て
最
新
の
研
究

成
果
が
報
告
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

︵
注
︶

⑴

http://w
w
w
.iipf.net/index.htm

⑵

ル
ガ
ー
ノ
大
学
︵
U
niversity
of
Lugano
︶
と
も
呼
ば
れ
る
。

⑶

https://w
w
w
.conftool.pro/iipf2014/sessions.php

⑷

英
語
版
：
http://w
w
w
.
im
f.
org/external/
np/
m
s/
2014/

053014.
htm
、
日

本

語

版
：
http://w
w
w
.
im
f.
org/exter-

nal/japanese/np/m
s/2014/053014j.pdf
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